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基本方針 

ロシアがウクライナへ侵攻してから２月２４日で２年が経過しました。侵攻により天然ガスなど

のエネルギー価格の上昇や穀物価格上昇により国民生活に多大な影響を及ぼしています。 

また、国内では今年の１月１日に発生した能登半島地震は石川県、富山県、新潟県において最大

震度７の地震や余震が続き家屋の倒壊や火災、津波による甚大な被害をもたらしました。 

新型コロナウィルスは、昨年５月に５類感染症に位置付けられ、流行前の日常が徐々に戻ってき

ていますが、ウィルスはその後も変異を繰り返しながら現在のウィルス「ＪＮ１」となって、感染

を継続している状況にあります。 

介護保険法改正においては、３年間の経過措置が終了して令和６年度から自然災害や緊急時にお

ける事業継続計画（ＢＣＰ）が施行されます。これにより感染症及び食中毒の予防及びまん延の防

止対策委員会、虐待の発生・再発防止のための対策委員会の運用が始まります。 

このような中、令和６年度の事業計画においては以下の重点項目を定め推進致します。 

 

（１）ＢＣＰ（事業継続計画）の施行 

自然災害やテロ、システム障害、感染症のまん延等の危機的状況に置かれた場合でも、重要

な業務が継続できる方策を用意して運用する。 

（２）衛生委員会の開催 

感染症及び食中毒の予防及びまん延の防止のための対策の検討を行う。 

（３）虐待防止委員会の開催 

虐待の発生・再発防止のための対策の検討を行う。 

（４）地域くらし・支え合い事業の実施 

新型コロナウィルス感染拡大の影響を受け生活福祉資金特例貸付の対象者への償還業務や

生活困窮者への支援・地域生活支援の実施。 

（５）介護人材の確保及び養成 

介護事業の安定経営を行うために外国人技能実習制度も視野に入れた人材の確保・養成を

図る。 

介護初任者研修、介護福祉士、社会福祉士、介護支援専門員等次代を担う有資格者を育成し

持続可能な体制を確立する。 

 
運 営 ・ 管 理 

事 業 名 対 象 者 内    容 備考 

①理事会 理事 事業報告・決算、事業計画・予算、補正  

②評議員会 評議員 事業報告・決算、事業計画・予算、補正  

③福祉センター運営・管理 福祉団体 
福祉団体及びボランティア団体への施設の

貸出及び施設の管理 
 

 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

地域福祉・在宅福祉 

事 業 名 対 象 者 内    容 備考 

①長寿会スポーツ大会の協

力 
高齢者 長寿会連合会スポーツ大会の運営協力  

②ゲートボール大会の協力 高齢者 ゲートボール大会の運営協力  

③車いす等介護用品の無償 

貸出 

高齢者 

障害者 

車いす・歩行器等の介護用品の無償貸出（最

大１カ月） 
 

④在宅福祉アドバイザー及

びネットワーク推進員研

修会 

アドバイザ

ー 

協力員等 

地域見守りネットワークを構成するアドバ

イザー及び協力員の研修を行う 
１回 

⑤住民座談会の開催 集落単位 
地域の福祉課題や社協の事業についての説

明会の開催 
随時 

⑥地区連絡会の開催 関係者 
見守りネットワークの構築及び情報交換を

行う 
随時 

⑦生活困窮者自立相談支援 

事業（くらし・しごとサ

ポートセンター） 

個人 

生活に関わる様々な相談を受け付け、必要な

支援を計画的に行います（自立相談支援・就

労準備支援・一時生活支援・家計改善支援・

子どもの学習・生活支援） 

 

⑧福祉タクシー業務 
要支援 

要介護 

事前の予約に基づき、移動困難者に病院等へ

の移送を行います 
 

⑨生活福祉資金貸付 地域住民 
低所得世帯及び障害者・高齢者世帯に対し、

資金の貸付と必要な援助・指導を行う 
 

⑩法外援護資金貸付 地域住民 

低所得世帯に対し、緊急不測の出費等に要す

る資金の貸付を行い、一時的困窮の救済を行

う 

 

⑪ふれあいいきいきサロン 高齢者 

指導員を派遣し毎月１回開催し、ゲームや体

操、歌や踊りで介護予防・健康維持を図りま

す 

１５ 

集落 

⑫福祉サービス利用支援事 

業 

判 断 力 が

低 下 し た

方 

福祉サービス利用のための申請・諸手続きの

支援、通帳（金銭管理）や書類を預かり計画

的に払い出し・保管します 

 

⑬成年後見事業 

（中核機関運営管理） 

判 断 力 が

低 下 し た

方 

成年後見制度に関する相談及び法人後見、成

年後見に関する一連の取り組みを行う 
 

⑭無料職業紹介事業 地域住民 
求人側と求職者側との間の調整を無料で行

う 
 

 

ボランティア関係 

事 業 名 対 象 者 内    容 備考 

①ボランティア連絡協議会 
関係団体 

個人 

ボランティア関係者が一堂に会し、情報提供

や意見交換を行い、活動の活性化を図る 
１回 

②ボランティア講座の開催 地域住民 
町づくりとしてのボランティア活動の人材

を育成するために、講演会や体験活動を行う 
１回 

 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

③ボランティア登録・斡旋 地域住民 
予め活動の内容を登録してもらい、受け手と

担い手の調整を行う 
  

④ボランティア保険の加入 

促進 
地域住民 

ボランティア活動の損害保険受付（活動保

険・行事用保険） 
 

⑤児童・生徒のふれあい 

ボランティア活動事業 
児童・生徒 

学校外でのボランティアや地域行事への参

加に対しポイントを付与。１０ポイントごと

に認定証の発行を行う 

 

⑥保健福祉ネットワーク相 

互事業（有償ボランティ

アの実施） 

高齢者 

障害者 

有償ボランティア担い手の養成、制度の狭間

の生活支援サービスの実施 
 

 

介 護 保 険 事 業 

事 業 名 対 象 者 内    容 備考 

①居宅介護支援事業 
要支援 

要介護 

介護支援専門員が、適切な在宅介護支援（ケ

アプランの作成・サービス調整）を提供しま

す 

 

②訪問介護事業 
要支援 

要介護 

介護福祉士又は訪問介護員養成研修修了者

が身体介護又は家事援助を提供します 
 

③訪問入浴介護事業 
要支援 

要介護 

自宅において移動入浴車による入浴介助を

提供します 
  

④福祉用具貸与事業 
要支援 

要介護 

電動ベッドや車いす、歩行器等の貸出を行い

ます 
 

⑤福祉用具販売 
要支援 

要介護 

ポータブルトイレやシャワーチェア等の介

護用品の販売を行います 
 

⑥小規模多機能ホーム十五

夜 

要支援 

要介護 

通所を中心に宿泊、訪問の介護サービスを適

切に組み合わせて提供します 

登 録 

２５名 

⑦グループホームがじゅま

る 

要支援 

要介護 

知症により介護を必要としている方が安心

と尊厳のある生活を営むことができるよう、

入所介護サービスや通所介護サービスを提

供します 

入所９床 

通所３名 

 

障害福祉サービス 

事 業 名 対 象 者 内    容 備考 

①居宅介護事業 障害者等 
介護福祉士又は居宅介護従事者が身体介護

及び家事援助を提供します 
 

②相談支援事業 障害者等 

相談支援専門員を配置し、障害者（児）の方

のサービス計画の作成や、相談・支援を提供

します 

 

 

そ の 他 

事 業 名 対 象 者 内    容 備考 

①共同募金事業への協力 地域住民 
共同募金・歳末たすけあい募金活動に対する

地域住民の理解や協力を得る 
 

②日本赤十字事業への協力 地域住民 
災害救援物資の配布及び見舞金の給付、会員

募集や災害義援金の募集を行う 
 

 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

③苦情解決に関する第三者 

 委員会の開催 

サービス 

利用者等 

三者委員を３名配置し、福祉サービスについ

ての利用者からの相談や苦情解決にあたる 
  

④広報誌の発行 地域住民 広報誌「社協だより」の発行（全戸配布） ４回 

⑤行政無線の広報 地域住民 
いきいきサロンや、災害義援金の募集につい

て 
 

⑥関係福祉団体への助成・

連絡協調 
関係団体 

長寿会連合会、民生委員・児童委員協議会、

身体障害者協会、母子寡婦福祉会、手をつな

ぐ育成会、NPO 法人子ども支援ネットワーク

めばえ 

 

 

令和６年度収支予算 

（単位：円）

会費収入 850,000 850,000 0

寄付金収入 1,300,000 1,300,000 0

経常経費補助金収入 4,174,000 4,344,000 -170,000

受託金収入 16,686,000 17,218,000 -532,000

貸付事業収入 300,000 300,000 0

事業収入 10,933,000 10,953,000 -20,000

介護保険事業収入 154,238,000 155,277,000 -1,039,000

障害福祉サービス等事業収入 3,419,000 3,245,000 174,000

その他の事業収入 570,000 793,000 -223,000

受取利息収入 1,000 1,000 0

1,523,000 1,644,000 -121,000

193,994,000 195,925,000 -1,931,000

人件費支出 146,548,000 146,978,000 -430,000

事業費支出 20,168,000 21,344,000 -1,176,000

事務費支出 16,167,000 16,822,000 -655,000

共同募金配分金事業費 1,100,000 1,270,000 -170,000

貸付事業費支出 300,000 300,000 0

助成金支出 120,000 120,000 0

負担金支出 60,000 60,000 0

その他の支出 30,000 30,000 0

184,493,000 186,924,000 -2,431,000

9,501,000 9,001,000 500,000

0 0 0

0 0 0

0 0 0

1,500,000 3,900,000 -2,400,000

1,500,000 3,900,000 -2,400,000

-1,500,000 -3,900,000 2,400,000

積立資産取崩収入 0 0 0

その他の活動収入計（７） 0 0 0

その他の活動による支出 4,170,000 5,060,000 -890,000

その他の活動支出計（８） 4,170,000 5,060,000 -890,000

-4,170,000 -5,060,000 890,000

予備費支出（１０） 2,000,000 0 2,000,000

1,831,000 41,000 1,790,000

社会福祉法人喜界町社会福祉協議会　令和6年度予算書

勘　定　科　目 当初予算額 前年度予算額 増減

当期資金収支差額合計（１１）＝（３）＋（６）＋（９）-（１０）

事業活動支出計（２）

事業活動収支差額　（３）＝（１）－（２）

施
設
整
備
等

に
よ
る
収
支

収
入

施設整備等補助金収入

施設整備等収入（４）

支
出

設備資金借入元金償還金支出

固定資産取得支出

施設整備等支出（５）

事
業
活
動
に
よ
る
収
支

収
入

その他の収入（利用者外給食費収入等）

事業活動収入計（１）

支
出

施設整備等収支差額　（６）＝（４）－（５）

そ
の
他
活
動
に

よ
る
収
支
差
額

収
入

支
出

その他の活動収支差額（９）＝（７）－（８）



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

Instagram始めました 

本会の活動等を紹介していきますのでぜひご覧ください。 

 令和５年１２月、昭和３８年生卯辰会様より本

会へ５０，０００円のご寄付を頂きました。この

寄付金は、地域福祉団体助成金、地域福祉ネット

ワーク事業、ボランティア事業、心配ごと相談事

業、老人福祉センターの維持・管理など地域福祉

推進のための活動に充てさせて頂きます。誠にあ

りがとうございました。 

 令和６年能登半島地震災害につきまして、令和

６年１月９日より、町内５か所に義援金箱を設置

いたしました。ご協力頂いた義援金総額は右記の

通りです。これまでにお預かりした義援金は、３

月２２日に日本赤十字社及び共同募金会へ全額

送金いたしました。町内の募金箱は回収しました

ので、今後本義援金へのご寄付を希望される方は

本会窓口へ直接お持ちください。 

【令和６年能登半島地震災害義援金】 

役  場       ３２４,３６４円 

社会福祉協議会    ９１８,２６３円 

※チャリティーショーや団体からの持ち込み分含む 

町 内 各 所    １３３,２４４円 

義 援 金 総 額  １，３７５,８７１円 

 

   

ご協力下さった個人・団体の皆様に感謝いたします。 

 本会では会員の方に対し、緊急時に必要な介護用具の貸出を無償で行っています。貸与期間は

２週間で、貸出の対象となる用具については下記の通りです。利用をご希望される方は、お気軽

にお問い合わせください。 

問い合わせ：６５－０４４９ 

担当：西田 

 

〇車いす 

〇ポータブルトイレ 

〇シャワーチェア  など 

※その他の用具についてはご相談ください。 

 

 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

この広報誌は、赤い羽根共同募金の配分金が活用されています。 

いつもありがとう 
     ございます  

２月１６日早町小学校、２月２７日喜界小学校でボランティア活動認定証交付式が行われ、

早町小学校１名、喜界小学校６名の計７名の児童に認定証が交付されました。 

 

              

早町小学校 １年 川村 圭輝さん（１０） 
 
喜界小学校 ６年 輝 一慶さん （１０） ４年 若松 映花さん（１０）  

６年 久原 奈子さん（１０） ３年 福島 幸希さん（２０） 
５年 小林 葵さん （１０） ３年 西 悦志さん （１０） 

※（ ）内は達成ポイント数 

 

              

早町小学校 

 

喜界小学校 

 


